
平成２９年度第１回

大阪府環境放射線評価会議

大 阪 府 危 機 管 理 室

大阪府のH２８年度監視結果について

１ 空間放射線

（１）空間線量率（γ線）
（２）積算線量

（３）中性子線量率

２ 環境試料

（１）-１ 大気浮遊じん中の全α・β放射能濃度
-２ 大気浮遊じん中のγ線放出核種

（２）環境試料中の全β放射能濃度
（３）環境試料中の核種濃度（γ線放出核種）
（４）環境試料中の核種濃度（トリチウム及びウラン）

2



大阪府のH２８年度監視結果について

１ 空間線量率（γ線）
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（１）空間線量率（γ線）
①月間平均値
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（１）空間線量率（γ線）
②１時間値（月別・地域別の最大値）
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（１）空間線量率（γ線）
③１時間値の「平常の変動幅」上限値超過件数

各測定地点のおいて、最大値が観測された時間帯や平常の変動幅の上限を超えた時間帯に

降雨が観測されていることから、空間線量率の増加は降雨による自然放射線レベルの変動が
原因であると考えられます。

②表Ⅰ－３の表下に注釈として

「平常の変動幅」上限値を上回った原因：降雨による（「表Ⅲ-1」～「表Ⅲ-3」・・・・・参照）

考察（報告書３ページ）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

熊取町地域 66 147 101 14 73 97 53 151 81 31 78 82 974

泉佐野市地域 54 104 66 12 62 71 43 109 63 22 66 67 739

東大阪市地域 81 106 154 12 54 56 23 114 70 59 76 87 892

地域
平成28年度
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平成28年12月27日の空間線量率

降雨
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27日0時 28日0時

平成28年12月に過去の最大値を超える空間線量率が各測定地点において観測されています
が、この時にも降雨が観測されており、原因は自然放射線レベルの変動によるものと考えられま
す。

考察（報告書３ページ）

γ線量率の合計

ウラン系列（天然核種）

カリウム40（天然核種）

平成28年12月27日のウラン系列の傾向

nGy/h
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熊取OFC局



（２）積算線量

（３）中性子線量率

測定値（1時間値）は全て検出限界値（10nSv/h）を下回っていま
した。

考察（報告書４ページ）

測定値は過去の値と同水準であり、自然放射線レベルである
と考えられます。

考察（報告書４ページ）
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大阪府のH２８年度監視結果について

２ 環境試料
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（２）-1 大気浮遊じん中の全α・β放射能濃度
①月間平均値

各測定地点の月間平均値は下表のとおりで、若干の変動が認められます
が、自然放射能レベルの変動の範囲内であると考えられます。

考察（報告書４ページ）
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（２）-1 大気浮遊じん中の全α・β放射能濃度
②月別最大値
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（２）-1 大気浮遊じん中の全α・β放射能濃度
②「平常の変動幅」を外れた件数と要因

αとβの相関係数 β/α比

熊取ＯＦＣ局 0.993 2.6±0.4

日根野浄水場局 0.994 2.0±0.2

近大グランド局 0.996 2.0±0.2

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

全α 0 2 0 1 5 1 3 2 0 1 0 1 16

全β 0 2 0 0 4 0 3 0 0 1 1 0 11

全α 1 1 0 1 4 1 1 0 0 0 1 0 10

全β 1 1 0 0 4 1 2 0 0 0 1 0 10

全α 0 4 0 0 0 0 0 4 2 2 0 1 13

全β 0 3 0 0 0 0 0 5 2 2 0 1 13

熊取町地域

東大阪市地域

泉佐野市地域

平成２８年度
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（２）-1 大気浮遊じん中の全α・β放射能濃度

②考察

各測定地点の月間最大値は下表のとおりで、若干の変動が認
められますが、全α及び全β放射能濃度の相関関係やγ線放出核
種濃度の測定結果から、気象要因（風速等）による自然放射能
レベル内の変動であると考えられます。

考察（報告書５ページ）
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（２）-2 大気浮遊じん中のγ線放出核種濃度

セシウム１３７等の人工核種は検出されませんでした。

考察（報告書６ページ）

大気浮遊じん中セシウム濃度 （mBq/m3）

測定地点 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

10～12月 1～3月 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 各四半期 各四半期 各四半期 各四半期

Cs137 ND 0.0074 ND 0.0073 ND 0.0048 ND ND ND ND ND

Cs134 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

Cs137 ND 0.0051 0.0040 0.0045 ND ND ND ND ND ND ND

Cs134 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

Cs137 ND ND ND 0.0073 ND ND ND ND ND ND ND

Cs134 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

熊取OFC
（熊取町）

日根野
浄水場
（泉佐野市）

近畿大学
グランド
（東大阪市）

平成２４年度H１４～

２２年度

平成２３年度
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（３）排水・底質中の全β放射能濃度

京大排水口 0.10-0.13

原燃工排水口 0.19-0.21 Bq/L

近大原研前
マンホール

0.24-0.28 0.093-0.28

雨山川 630-650 490-850

近大原研前
マンホール

610-630 540-850

単位

Bq/kg d.w.

排水

底質

0.06-0.26

平常の変動幅
（最小～最大）

試料採取地点試料 濃 度
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測定値は、自然放射能レベルであると考えられます。

考察（報告書６ページ）



（４）環境試料中のγ線放出核種濃度
①土壌中のセシウム１３７濃度
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（４）環境試料中のγ線放出核種等濃度
②排水中のセシウム１３７濃度

排水中セシウム濃度 （mBq/Ｌ）
測定地点

上半期 下半期 上半期 下半期 上半期 下半期

Cs137 ND ND 3.3 ND ND 1.1 1.7 ND ND ND ND

Cs134 ND ND 3.7 ND ND ND ND ND ND ND ND

Cs137 ND ND 2.5 ND 0.8 ND ND ND ND ND ND

Cs134 ND ND 2.1 ND ND ND ND ND ND ND ND

Cs137 ND ND 2.1 1.8 0.9 1.3 ND ND ND ND ND

Cs134 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

平成２７
年度

平成２８
年度

近畿大学
原子力研前
マンホール
（東大阪市）

平成１４
～

２１年度

平成２３年度 平成２４年度

京大原子炉
実験所
（熊取町）

原燃工
熊取事業所
（熊取町）

平成２５年度
平成２２
年度

平成２６
年度
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（４）環境試料中のγ線放出核種等濃度
③底質中のセシウム１３７濃度
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（４）環境試料中のγ線放出核種等濃度

熊取町地域、泉佐野市地域及び東大阪市地域で採

取した環境試料（土壌、農作物（米）、指標生物（キョウ
チクトウ）、陸水、排水、底質）の分析結果は下表のと
おりで、土壌から微量のセシウム137が検出されまし
た。検出されたセシウム137の濃度は平常の変動幅の

範囲内で非常に低いことから、主に過去の核実験等
の影響が残っているためと考えられます。

考察（報告書６ページ）
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（５）環境試料中の核種濃度（トリチウム及びウラン）

トリチウム及びウランの濃度についても、平常の変動幅の範囲内
で非常に低いことから、自然放射能レベルであると考えられます。

考察（報告書７ページ）

上半期 下半期

永楽ダム 340 360

大池 ＮＤ ＮＤ mBq/L

上小阪浄水場 ＮＤ ＮＤ ＮＤ-690

Ｕ
（底質）

雨山川 1.4±0.02 1.4±0.01 1.0-1.9 µg/g d.w.

単位

３
Ｈ

(陸水)

ＮＤ-640

試料 試料採取地点
濃 度 平常の変動幅

（最小～最大）
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監視結果のまとめ

本報告書は平成28年度（平成28年4月～平成29年3月）に実施し
た府内原子力施設周辺における環境放射線の監視結果を取りま
とめたものです。
空間線量率（γ線）及び環境試料中の放射能濃度は、いずれも過
去の測定結果と同程度で非常に低く、中性子線量率は全て検出限
界値未満でした。また、府内の各原子力施設が実施した排気口・
排水口における放射性物質の測定値も非常に低水準でした。
環境試料の測定では、土壌から微量のセシウム137が検出され
ましたが、主に過去の核実験等の影響が残っているためと考えら
れます。
以上の結果、府内原子力施設から放射性物質の漏洩はなく、検
出された放射性物質も人体に影響を与えない程度のものでした。

報告書２ページ上部

22


